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和わ

賀が

町
は
岩
手
県
中
西

部
、
奥
羽
山
脈
の
山
間
部

に
位
置
す
る
人
口
約
６
０

る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
ぷ
ら
な
ど
郷
土
料

理
も
個
性
豊
か
だ
。

　

自
然
資
源
を
活
か
し
た
観
光
業
や
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
近
年
は
少
子

高
齢
化
に
よ
る
生
産
人
口
の
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。「
県
内
で

最
初
に
消
滅
す
る
町
」
と
も
予
測
さ

れ
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
よ
る
地

域
活
性
化
が
急
務
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
４
年
11
月
、

北
上
信
用
金
庫
と
西
和
賀
町
は
「
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
包
括
連
携
協

定
」
を
締
結
。
翌
年
９
月
に
は
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

の
た
め
、
北
上
信
用
金
庫
、
町
、
地
元

事
業
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
連
携
し
、
全

国
初
と
な
る
「
地
方
創
生
地
域
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
今
回
は
、
北
上
信
用
金
庫
に

お
け
る
地
方
創
生
の
取
組
み
を
み
た
う

え
で
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

北
上
信
用
金
庫
は
岩
手
県
北
上
市
を

中
心
に
西
和
賀
町
、
金か

ね

ケが

崎さ
き

町
、
花
巻

市
と
奥
州
市
の
一
部
を
営
業
エ
リ
ア
と

ふ
る
さ
と
納
税
の
出
品
支
援
で

地
元
事
業
者
の
売
上
を
拡
大

０
０
人
の
町
。
北
に
そ
び
え
る
和
賀
岳

や
南
北
を
貫
く
和
賀
川
を
は
じ
め
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
温
泉
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
県
内
一
の
豪
雪
地
帯

で
あ
り
、
冬
季
の
累
積
降
雪
量
は
10
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
。

　

特
産
品
は
「
西
わ
ら
び
」
を
は
じ
め

と
す
る
山
菜
や
キ
ノ
コ
や
米
な
ど
の
農

産
物
。
古
く
か
ら
家
庭
料
理
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
大
根
の
一
本
漬
け
や
納

豆
汁
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
注
目
さ
れ

西

し
て
い
る
。
地
方
創
生
の
取
組
み
と
し

て
は
、
14
年
９
月
に
北
上
市
、
11
月
に

西
和
賀
町
と
「
地
域
経
済
活
性
化
に
向

け
た
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
。
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
創
出
や
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
地
元
事
業
者

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

以
下
で
は
、
地
方
創
生
に
向
け
た
支

援
の
う
ち
特
徴
的
な
二
つ
の
取
組
み
を

紹
介
す
る
。

①
創
業
支
援

　

地
域
の
創
業
希
望
者
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
た
め
、
15
年
５
月
に
北
上
市
、

北
上
商
工
会
議
所
、
15
年
10
月
に
西
和

賀
町
、
西
和
賀
商
工
会
と
連
携
し
、
創

業
支
援
事
業
計
画
を
策
定
。
相
談
対
応

や
補
助
金
の
活
用
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
同
年
か
ら
創
業
希
望
者
向
け
の

創
業
支
援
塾
も
ス
タ
ー
ト
。
受
講
者
は

創
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
専
門
家
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
年
の
８
月
か
ら
は
、「
北
上
市
起

業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
受
託
。
対
象

は
市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
一
定
の
条

件
を
満
た
す
個
人
で
あ
り
、
入
賞
す
る

と
支
援
金
１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
導
入
支
援

　

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
地
元
事
業
者
の
支

援
を
目
的
に
、
14
年
に
北
上
市
と
西
和

賀
町
、
16
年
に
金
ケ
崎
町
に
対
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
導
入
支
援

を
行
っ
た
。

「
北
上
市
と
協
定
を
締
結
し
た
当
時

は
、
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
時
期
で
し

た
。
そ
こ
で
、
北
上
市
か
ら
返
礼
品
事

業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
を
受
け
、
地
域
の
魅
力
発
信
の
手

段
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
市

と
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。
返

礼
品
に
採
用
さ
れ
れ
ば
、
事
業
者
に
と

っ
て
も
受
注
増
加
や
自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ

に
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
点
を
説
明
し
な
が
ら
、

地
元
事
業
者
に
出
品
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
し
た
」（
髙
橋
祐
樹
・
北
上
信
用

金
庫
総
合
支
援
部
副
部
長
）

　

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
の
は
、
食
料

品
な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
を

製
造
し
て
い
る
事
業
者
。
基
本
的
に
は

北
上
信
用
金
庫
の
取
引
先
だ
が
、
魅
力

的
な
商
品
の
あ
る
事
業
者
で
あ
れ
ば
、

取
引
の
な
い
先
に
も
訪
問
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
出
品
者
が
決

定
。
そ
の
結
果
、
北
上
市
の
寄
付
金
額

は
、
返
礼
品
の
取
扱
い
開
始
前
の
13
年

の
２
９
３
万
２
０
０
０
円
か
ら
、
14
年

は
１
億
３
９
７
７
万
円
に
急
増
し
た
。

受
注
の
増
加
に
伴
い
、
出
品
事
業
者
の

売
上
も
拡
大
。
さ
ら
な
る
受
注
増
に
対

応
す
る
た
め
の
設
備
投
資
や
運
転
資
金

の
融
資
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、「
地
方
創
生
地
域
づ

く
り
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以

下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
つ
い
て
見
て

い
こ
う
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
は
最
初
か
ら

あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
西
和
賀
町
に
対
し
て
は
、
12
年
９

月
か
ら
信
金
中
央
金
庫
と
連
携
し
て
観

光
業
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
作
成
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
そ
の
支

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
に

第13回

「
西
和
賀
町
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
み

北
上
信
用
金
庫

地
元
の
行
政
・
事
業
者
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
金
融
機
関
の
４
者
が
連
携

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で

地
元
事
業
者
の
売
上
拡
大
に
貢
献

▶
畠
山
幸
雄
・
西
和
賀
町
ふ
る
さ
と
振
興

課
課
長

▶
髙
橋
祐
樹
・
北
上
信
用
金
庫
総
合
支
援

部
副
部
長


